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研究成果の概要（和文）：　本研究は、国民国家において周辺化されたマイノリティの人々が、グローバル社会におい
て展開している新たな生存戦略を分析した。ブンマーク氏（タクシン大学・開発学）、サティアン氏（マラヤ大学・歴
史学）、クラナローン氏（タクシン大学・地理学）ら研究協力者と、タイ国内から東南アジア全域に拡がるマイノリテ
ィの移民労働・ビジネスネットワークに関する学際的な実証分析を実施した。この結果、調査対象となった人々は、グ
ローバル化によって経済的上昇については機会が増大したといえるが、いずれかの国民国家のなかで獲得せざるを得な
い社会的地位に関しては上昇の機会を得るのは難しいという、二面的な状況にあることがわかった。

研究成果の概要（英文）： This research project analyzed how ethnic minority people, who were marginalized 
in the process of nation-building, are now trying to formulate a strategy to maximize their opportunities 
in the context of globalization. It conducted empirical research on the labor and business networks of 
minority migrants from Thailand and other Asian countries, in cooperation with Dr. Bunmark (Thaksin 
University, Development studies), Dr. Sathian (University of Malaya, Historian), and Dr. Klanarong 
(Thaksin University, Geographer). The results demonstrate that minority migrants can surely acquire more 
opportunities to upgrade their economic status; however, they can hardly acquire opportunities to upgrade 
their social status, because they still have no means to secure their social status in any nation-state. 
Globalization has so far not contributed to helping them secure social stability.
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１．研究開始当初の背景 
 
 応募者は、1999 年より一貫して、タイ北部

山岳国境地帯を(20 世紀以来の)母地とする、

山岳少数民族の人々が、国民国家・グローバ

ル経済の構成員の一員として、どのような生

存戦略を立て、実行し、その結果どのような

位置づけにあるかを研究してきた。 

その過程で応募者は、山岳少数民族の人々

が、タイ首都圏さらには南部リゾート地、さ

らには海外のいくつかの都市へと移住ネッ

トワークを広げていることを知った。応募者

が出会った北タイの山岳少数民族たちは、国

民国家システムのもとでは社会資本とは見

做されなかったマイノリティらしさを逆に

生かして、グローバル経済のもとで生存戦略

を立てていたと言える。その分析の必要性か

ら、本研究が着想された。 

 
２．研究の目的 
 
本研究では、国民国家システムのもとで周

辺化されたマイノリティ（移民・難民・少数

民族など）は、グローバル化の進行によって

さらにマージナライズされた存在となって

いくのか、それとも国民国家システムの枠組

みを超えて“居場所”を確保していくのかを、

実証研究に基づいて分析することを目的と

する。具体的には、タイ＝ミャンマー、ター

＝マレーシアの国境地帯およびそこを母地

とするマイノリティ・コミュニティの視点か

ら捉えた、国民国家システムとグローバル･

システムとの多層性・多重性を逆手に取った

生き方はについて分析する。 

 
３．研究の方法 
 

 研究責任者に加え、タイ人・マレーシア人

双方の、タイ・マレーシア国境地帯とそこか

ら広がる移民について研究する研究者たち

を研究協力者として、統一主題の下、計 4名

がそれぞれの具体的調査対象に関して現地

フィールド調査を実施した。具体的には、年

に1回の学会発表を兼ねたミーティングを持

ちながら、概念の定義と研究の方向性の統一

を図った。 

 
４．研究成果 
 

本研究は、国民国家において周辺化された

マイノリティの人々が、グローバル社会にお

いて展開している新たな生存戦略を分析し

た。ブンマーク氏（タクシン大学・開発学）、

サティアン氏（マラヤ大学・歴史学）、クラ

ナローン氏（タクシン大学・地理学）ら研究

協力者と、タイ国内から東南アジア全域に拡

がるマイノリティの移民労働・ビジネスネッ

トワークに関する学際的な実証分析を実施

した。この結果、調査対象となった人々は、

グローバル化によって経済的上昇について

は機会が増大したといえるが、いずれかの国

民国家のなかで獲得せざるを得ない社会的

地位に関しては上昇の機会を得るのは難し

いという、二面的な状況にあることがわかっ

た。 
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